
20 21

芸術学部フェスタ 2018 FESTA-09

「Ohne Titel」
基礎教育  田中康二郎  Kojiro Tanaka

立体をイメージすることとは、それによってつくられる空間を
同時に想定することである。何かしらの素材によって形作られ
る立体が、プラスの形であると規定すれば、それに伴って出現
する空間はいわばマイナスの形ということである。このマイナ
スの形をイメージすることにより、新たな空間認識を獲得する
ことができる。その意識を持ちながら、思考の道筋に何らかの
刺激を与える試みが、新たな創作の、その先の思考の可能性を
大きく広げることになるように思う。素材を見つめ、触れなが
らイメージの発芽を待ち、次の創作に取り掛かることを繰り返
すのである。
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